






患者様に　　　　
痛みのない生活を

明治橋病院整形外科では外傷から　
慢性疾患まで安心、安全を第一に、　　
患者様にご満足いただける長期成績
の安定した治療を行ってまいります

社会医療法人垣谷会 明治橋病院

人工骨頭挿入術（BHA）

人工膝関節置換術（TKA/UKA）

人工股関節置換術（THA）

臼蓋形成術

　大腿骨頚部骨折に対するBHAは日本ではセメントレス
が主流ですが、米国や英国などのガイドラインでは過去の
成績からセメントで行うことが推奨されています。　　　　
またセメントレスステムに特徴的な術後の大腿部痛もな
く、骨質不良であっても早期から全荷重が可能であるため
当院では全例セメントBHAを行なっています。

　ヒアルロン酸注射などの保存療法で症状の改善しない
変形性膝関節症の患者様に対しては変形の程度に応じて
TKAとUKAを使い分けて治療を行ってまいります。　　　　
　また関節温存術を希望される患者さまに対しては関西
医科大学整形外科教室より応援を得て高位脛骨骨切り術
も行ってまいります。

　疼痛などの臨床症状のある寛骨臼形成不全の
患者様は将来的に変形性股関節症に至るリスク
が高いため関節温存術の適応となります。　　　　
  当院では寛骨臼形成不全に対して、手術侵襲
が小さく、自然経過を悪化させることのない　
臼蓋形成術を選択して治療してまいります。

術前 術直後 術後１年

　当院では1965年に英国で開始されて以来、良好な長期成績が
報告されているセメントTHAを行っています。同様の術式で
行った関西医大ではゆるみが原因の再置換を終点とした生存率
は14年で99.5％でした。原臼位設置をコンセプトに除痛だけで
なく、歩容などの機能改善も目指して治療してまいります。　　　
また化膿性股関節炎後の変形やインプラント周囲骨折などの難
治症例に対しても積極的に治療を行ってまいります。






